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精神科急性期閉鎖
病棟における

SSTの効果と変化

○山北 豊 星野 美栄子

はじめに
＊急性期病棟

・主疾患⇒統合失調症・気分障害・アルコール依存症

・４８床（保護室５床、男性１７ 女性２７ ）

・精神科急性期症状⇒陽性症状・強い興奮・混乱
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対人場面におけるストレスを和らげ、相手から期
待した反応が得られるように対人スキルを獲得す
るために練習していく方法。送信技能を主に練習
する

送信技能

選択した行動・言動
を伝える

注意焦点づけ訓練

問題解決技法

基本訓練モデル
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SSTの概要

基本訓練モデル

•その場で課題を
抽出する

•課題を細分化し
具体的な課題に
する

ステップバイ
ステップ

•あらかじめ課題
が設定されてい
る

•練習する課題に
対するステップ
がきめられてい
る。

ステップバイステップ
＊プログラム内容

①相手をほめる・ほめ言葉を受け入れる練習
②相手の話に耳を傾ける
③頼みごとをする
④頼みごとを断る
⑤頼みごとを断られた時に折り合いをつける
⑥日常生活での問題を解決する

SSTの概要

参加者の特徴

＊事前アンケートとより、意見の違う相手と折り合
いをつけるのが難しい・頼みごとができない・頼ま

れごとを断れない・話し合いで自分の言うことが難
しいと感じている参加者が多い

方法

❒対象者
急性期病棟に入院した患者を対象とした。参加延べ人

数は110名で主な診断は統合失調症や発達障害であった

❒アンケート調査
プログラム終了後、参加後の自分の変化を評価するア

ンケート調査を実施した

❒検討方法
開始して2年半が経過、そのうち回答が得られた81名の

結果を検討の対象とした。加えて、事例を通してプログ
ラムの有効性ついて検討した
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結果
1．人と接することに自信ついた ・ ・ ・ ・ ・ 37名
2．人と接する時の緊張感が減った ・ ・ ・ ・ ・ 43名
3．話せる人が増えた ・ ・ ・ ・ 37名
4．他者の話を聞くことができるようになった ・ ・ 27名
5．頼みごとができるようになった ・ ・ ・ ・ ・ 26名
6．他者をほめることができるようになった ・ ・ ・ 26名
7．会話が続くようになった ・ ・ ・ ・ ・ ・ 22名
8．頼まれごとを上手く断れるようになった ・ ・ ・ 17名

空気が読め
るように
なった

落ち着いて
話ができる
ようになっ

た

誰とでも話
せるように

なった

人前で実
践して自
信がつい

た

断ってもい
いことなん
だと分かっ

た

他の人の練
習を見るの
も勉強に
なった

結果＜事例＞
Aさん 統合失調症
・自分から話しかけるのが苦手･･･
・相談するのが苦手･･･
・自分の気持ちを伝える事が苦手･･･

プログラムに参加後

声かけでの返答に言葉数が増えたり、自
発的ではないが笑顔で会話ができるように
なった。

「あまり変わんない」

【他の参加者】

話かけやすくなった!!

笑顔で答えてくれる
ようになった！

「言葉増えたね」

「言いたい事、わかりやすいよ」
という声かけ。

【病棟スタッフ】

正の強化
と話してはいるが･･･

その後の生活に自信が付き
退院へ!!

考察

１、急性期病棟において、課題が設定され
ているステップバイステップ方式は有効な
手段である可能性がある

２、プログラムに参加することでメンバー
間での共感がうまれ、対人関係のスキル向
上を図る手助けとなる。

まとめ
• SSTに継続して参加することで自分自身でも気
づかないプラスへの変化がみられ、またメン
バー間での交流の場でもあり対人スキルの向
上の手助けとなる

＊プログラムで得られた情報を日々の生活に
どのように生かしていくか
＊参加後の継続した関わりをどのようにして
いくか

(今後の課題)


